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都市研究部の研究テーマ

 建築基準法（集団規定）、都市計画法

 都市構造の集約化、団地再生

 密集市街地、都市防災

 宅地防災

 都市公園

 パブリックスペース

 ヒートアイランド

 ビッグデータ

 ３D都市モデル

 緑視率

 スマートシティ など
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国や自治体の施策立案につながる研究



スマートシティとは
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スマートシティ・・・「Society 5.0」の社会実践の場。
都市問題の解決を図る。

出典：内閣府HP



地方公共団体、企業の状況
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抱えている都市問題の解決に

どのような新技術が活用

できるのか？

保有する新技術を

どのような都市問題の解決に

活用できるのか？

地方公共団体 企業

都市問題と新技術のマッチング

に関する情報共有が必要

国総研：スマートシティに関する研究を実施（R2-R4度）

都市問題に対する新技術の導入・運用にあたっての課題



スマートシティ事例集【導入編】

 国総研は「スマートシティ事例集【導入編】」を公開。

 URL http://www.nilim.go.jp/lab/jbg/
 都市問題に対して導入可能性のある新技術を１対１
で紹介（全国７６事例）。
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事例集のイメージ（目次）
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事例集のイメージ（各事例）
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都市問題 × 新技術 （組み合わせ例）

（京都府福知山市）

「公共交通利用促進」
×

「自動運転技術」

（茨城県境町）

「水位の監視」
×

「防災モニタリング」

出典左： （株）サンポール、ユアサ商事（株）、応用地質（株）記者発表資料、2020年3月24日
出典右： 茨城県境町HP



気候変動関係（都市問題 × 新技術）
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災害情報の共有 × データプラットフォーム （加古川市）
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災害時に、避難所の状況把握、市民への情報提供が必要

FIWAREでデータ公開用の
情報連携基盤を構築

ダッシュボードで防災情報を提供

出典

かこがわICTまちづくり協議会、スマートシ
ティの実装に向けた検討調査（その１１）報告
書、令和3年3月

加古川市ダッシュボード (opendata-api-kakogawa.jp)

https://gis.opendata-api-kakogawa.jp/


浸水対策 × 水位センサー （高松市）
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水害時において、用水路の水位確認は、自治体職員の巡回、
住民の任意通報によっている。

ダッシュボードで
データを可視化

用水路の水位センサーを
IoT基幹ネットワークに接続し、

常時モニタリング

出典 スマートシティたかまつ事業概要(香川県高松市）



積雪状況 × 積雪情報遠隔監視システム （福井県）
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県防災ネットで県内各地の

積雪深を見える化

夜間見回り、除雪車出動判断等のため、積雪状況の遠隔監視が必要

遠隔監視
技術の例

夜間の除雪状況

左写真：積雪深自動モニタリングシステム YUKIMI (axelmark-iot.jp)
中写真：永平寺町スマートシティ事業の資料より抜粋

右図：福井県防災ネット (fukui.lg.jp)

https://axelmark-iot.jp/yukimi/
https://www.bousai.pref.fukui.lg.jp/dis_portal/index.html


津波災害 × 地形・地盤（3次元点群）データ （静岡県）
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津波浸水想定図

点群データ取得

３Dビューアソフトによる

津波浸水想定イメージ

市民は津波被害をリアルに体感。意識啓発。

災害発生時に速やかな被害把握が可能。

出典：静岡県資料



土砂災害 × 地形・地盤（3次元点群）データ （静岡県）
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土砂災害による交通インフラの分断で、孤立化や災害復
旧が遅延化

点群データの比較により地形差分を抽出

出典：静岡県資料



避難誘導 × 地域広帯域移動無線アクセス(地域BWA)（木曽岬町）
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• 災害発生時は、Wi-Fi電波が途切れ、キャリアの通信通話もつながりにくい。

• 避難誘導のため安定した通信環境が必要。

地域BWA

出典：総務省資料「地域BWA制度の概要 Ver.3.8」

• 地域に割り当てられた電波帯を利用する高速データ通信を行うサービス。

• 比較的混戦が少ない。避難者に安定した通信環境を提供可能。

地域BWA （2.5GHｚ帯）

指定避難所の公衆Wi-Fiサービス

出典:三重県木曽岬町HP 「ICT/IoT先進事業
地域BWAを活用した安全・安心まちづくり」
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避難誘導 × 低消費電力・広域通信(LPWA) （美波町）

• 災害発生時に、IoT基盤である止まらない通信網の構築が必要

• 住民への正確な情報提供、家族の位置確認、要避難支援者の状況把握

LPWA • 省電力で、広域・遠距離をカバーできる無線通信技術。

• 通信データ量が少ない。遠隔操作・遠隔監視に適している。

基地局など集中的に管理する装置は不要
（集落が孤立しても使用可）

故障等

故障等

通信中継装置
（それぞれ独立動作）

出典：徳島県美波町「スマートシティの実装に向けた
検討調査（その１４）調査報告書」

出典：総務省「情報通信白書（令和2年）」



まとめ
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ありがとうございました

http://www.nilim.go.jp/lab/jbg/
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